
スタートしました逐し 、 、 儇 、 声エ蕪ー 撃に向け、「行動」に重点を置き、事業活動を進

クリエイティブな産業の集積や、質の高∵５月にスタートさせ きたします。
最後に、「人材育成」については、昨年

12月に提
言を取りまとめました。初等中等教育の段階から
の基礎能力引き上げ、多様な体験機会の創出を
はじめ、さまざまな観点から提言していますが、

６月５日（火）、中経連は第７回定時総会を名古屋市内にて開催し、会員約300名が出席した。

第７回定時総会
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豊田会長開会挨拶

最近の世界情勢については、中東情勢の緊迫
化、米朝首脳会談の開催に向けたさまざまな駆け
引き、米国に端を発する貿易摩栗け仍 き米易脳 けす い つ 米 貿る ょ る贈
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今こそスピード感を

持って諸課題に取り組んでいく必要があると考え
ています。

こうした中、昨年度の中経連の活動実績として、
取り巻く環境の変化、新たな挑戦課題への対応を
ねらいに、事業の選択と集中を図り、昨年４月、
新しい委員会体制をスタートしました

。
そして、経済、人材育成、イノベーションなど各
委員会が、将来を見据えた長期的視点、世界で

生き残るためのグローバルな視点で、計７件の提
言・報告書を取りまとめ、活発に動いてきました。
今年度については、各活動の「進める『進化』」と

「深める『深化』」を図り、ビジョンの提示、提言の
実現に向ぇ憐今』現

め集ら

めめめ めと

新７に

し

動を７に
現 提動ち伷



定時総会

中経連　2018.村瀬　 幸雄

安藤　 隆司

大島静岡銀行　取締役会長

（株）八十二銀行　取締役会長

（株）百五銀行　代表取締役会長

中部ガス（株）　取締役相談役

中部電力（株）　代表取締役会長

トヨタ自動車（株）　顧問・技監

日本トランスシティ（株）　代表取締役社長　社長執行役員

イビデン（株）　代表取締役会長

東海旅客鉄道（株）　代表取締役会長

（株）十六銀行　取締役頭取

名古屋鉄道（株）　代表取締役社長

日本ガイシ（株）　代表取締役社長



名古屋市との懇談会

懇談会では、双方の重点事業の内容を 事な業懇を容俸留容‾懇に壇0業の

に飼

ねね懇

様容僧奉壮極と

みを進めていくことを確認した。名古屋市
側からは以下と匇ò驎 壖た 。



講演会
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講演会

出所：みずほ銀行産業調査部作成   注：予測値はみずほ銀行産業調査部予測

中経連　2018.7

中経連　2018.7価格や電動車の搭載電池容量・システ
ムコスト等を試算した。その結果、

2030年の主要５地域に
おける電動車(Ｅ必要になる。それぞれの対策は以下の
とおり考えられる。

●電動車…新たなアーキテクチャ、モジュール化
●エンジン車…モデル･スペック削減、開発抑制･既存
資産スリム化

●両面…選択と集中、陣営化
すなわち、電動車ビジネ、縮小

する環ど）


